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研究成果の概要（和文）： 
 パプアニューギニア北部の東セピック州では，サゴヤシ民俗変種を，「大きい」（背が高い；
樹高が大きい），「樹中の実（髄）が多い」といった樹体サイズなどを表す語，葉柄が白い，あ
るいは緑色といった特性，あるいは葉柄の基部の葉鞘に当たる部分の蝋状物質の蓄積程度の差
を基準として仕分けているものと考えられた。同国ニューアイルランド島ケビエン地域におい
ても，「木のように背が高い」との意味を示す語を名称とする民俗変種が分布するなど，樹体サ
イズの特徴が民俗分類で重要なことが明らかになった。また，胸高直径が特に大きな，多収性
と考えられる民俗変種も認められた。ニューギニア島インドネシア領の西パプア州では，乾物
率や澱粉収率の低い個体は，地下水位の高い地区に生育していたことから，生育環境が澱粉生
産性に及ぼす影響の大きさが窺われた。 
 一方，葉痕間隔が長いことは，生長速度が大きいことを意味するが，その値がニューアイル
ランド島の調査で幹胸高直径と負の関係にあることが窺われ，生長の早いタイプ，あるいは地
域では，幹が細いということと考えられ，極めて興味深い結果を得ることができた。また，葉
痕間隔とデンプン含量にも負の関係が認められ，生長の早いタイプでは低収傾向があることが
窺われた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In East Sepik of northern Papua New Guinea, folk varieties of sago palm were classified 

based on size of plant body and the morphological characteristics were reflected as their 
name.  Also in Kevien of New Ireland Island, the name of folk varieties was related with 
plant characteristics.  Moreover, a folk variety that had an apparently thick trunk was 
found, and this folk variety might be a high yielding variety.   
In West Papua on Indonesian territory of island of New Guinea, a tendency of negative 

relationship between the internode length and diameter breast height was found.  The 
other negative relationship between the internode length and starch concentration in pith 
was found, which meant folk varieties that shows comparatively higher growth rate may 
be low yielding varieties. 
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１．研究開始当初の背景 
 地下資源枯渇の危機感から，デンプン作物
への期待が集まっているが，増加する世界人
口の生存を支える代替エネルギー原料の確
保と食料生産の間で新たな競合が生じてい
る。従って，現在の食料生産を支えている主
要作物とは異なる新規資源植物の開発が急
務である 
 
２．研究の目的 
 資源植物学，作物生理学，応用糖質化学，
文化人類学，資源経済学をベースとする異分
野融合チームを組織し，サゴヤシの資源化を
目指して，サゴヤシ資源の多様性が高いと考
えられているニューギニア島とその周辺に
おいて，民俗変種の分布と植物学的特性，遺
伝的距離，収量構成要素の解析を行い，早生
や多収といった農業形質と関わる要因を明
確にする。 
 
３．研究の方法 
 ニューギニア島のパプアニューギニア領
およびインドネシア領を中心に，マレー諸島
東部地域におけるサゴヤシの民俗分類調査，
と生態調査，ならびに伐採によるサンプリン
グと部位別成分分析を行い，民俗変種間の農
業形質の差異と形質間の関わりについて検
討する。 
 
４．研究成果 
 パプアニューギニア北部の東セピック州
では，サゴヤシ民俗変種を，「大きい」（背が
高い；樹高が大きい），「樹中の実（髄）が多
い」といった樹体サイズなどを表す語，葉柄
が白い，あるいは緑色といった特性，あるい
は葉柄の基部の葉鞘に当たる部分の蝋状物
質の蓄積程度の差を基準として仕分けてい
るものと考えられた。 
 パプアニューギニア・ニューアイルランド
島ケビエン地域においても，「木のように背
が高い」との意味を示す語を名称とする民俗
変種が分布するなど，樹体サイズの特徴が民
俗分類で重要なことが明らかであった。また，
胸高直径が特に大きな多収性と考えられる
民俗変種も認められた。 
ニューギニア島インドネシア領の西パプ

ア州では，乾物率や澱粉収率の低い個体は，
地下水位の高い地区に生育していたことか
ら，生育環境が澱粉生産性に及ぼす影響の大
きさが窺われた。 
 一方，葉痕間隔が長いことは，生長速度が

大きいことを意味するが，その値がニューア
イルランドの調査で幹胸高直径と負の関係
にあることが窺われ，生長の早いタイプ，あ
るいは地域では，幹が細いということと考え
られ，極めて興味深い結果を得ることができ
た。また，葉痕間隔とデンプン含量にも負の
関係が認められ，生長の早いタイプでは低収
傾向があることが窺われた。 
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